
 

 

 
  
新シリーズとして、利用者さん主体のサービス提供に

向け、各事業所で日々行われている支援について事例

を通して紹介します。 

第一弾は、ともいきライフ月影です。 

 

意思決定支援への第一歩！ 

⭐ 僕はきれい好き ⭐ 

きれい好きでゴミ回収が役割だった働き者のＴ

さん。周囲をよく観察し、独自のジェスチャーで

コミュニケーションを取ります。そんなＴさんで

すが…お茶の時間に、おかわりの要求が通らない

と大声や物を投げる、時には他害をしてしまう事

が毎日続いていました。一度要求が始まると、落

ち着くまでマンツーマンでの支援が必要です。 
 

私たち支援員は、「まだ飲んでいない方もいる

のに…どうすればいいんだろう…」そんな困り感

を抱えながら、毎日のお茶会を迎えていました。 
 

支援会議にて、「僕は毎日おかわりがしたい」 

「好きなコーヒーがたくさん飲みたい」と意思の 

推測を立て、先ずはおかわりの補償を試みました。 

結果は、一度のおかわりでは満足されず、やか

んを追って扉を叩く、時にはコップや物を投げる

こともありました。そんなある日、やかんが空に

なった事をＴさんにお見せすると、おかわりの要

求はなく、やかんを洗って下さったという記録が

共有されました。 
 

そこで、本人は飲み物をおかわりしたいという 

気持ちの他に、「早くきれいに片付けをしたい！」 

という意思があるのではと推測し、先ずは、気に

なるやかんは使用せず、Ｔさんにゆっくりとお茶

会を楽しんでもらうため、コップでのお茶提供を

試みました。すると、おかわりの要求はなくな

り、ゆっくりとお茶会を過ごされるようになりま

した。 

強いおかわりの要求の裏には働き者できれい好

きのＴさんらしい理由が隠されていました。 

その後、お茶会で使用したコップ洗いや、 

口拭きタオル畳み写真①を毎回行ってくださり、

役割を持って毎日の生活を送られています。私達

支援員は、その場の行動ばかりに目を向けてしま

いがちですが、ご本人の特性を理解し視点を変え

る事により、行動

の裏にある本当の

思いに気付くこと

ができるという事

を学びました。 
 

この事例を通し

て、言葉での表現が難しい利用者さんの本当の思

いを汲み取るには、日々の表情や行動の観察、職

員皆で試行錯誤する中での情報共有がどれほど重

要かを再認識しました。障がいの前に、その方の

「人となり」をよく知ること、個性を理解し、主

体的な生活が送れるよう「らしさ」を大切にする

こと、日々の何気ない関わりの中で、チームとし

て取り組んでいく大切さを皆で学びました。 

 

❤ 利用者自治会の紹介 ❤ 

当事業所内では、利用者さんが主体となった

自治会があります。毎年、選挙にて役員が選ば

れ、月に１回自治会が開催されています。 

暮らしでの要望や困っている事、食事やおや

つの希望などの話題が出てきます。 

言葉でのコミュニケーションが難しい利用者

さんの意思確認をお手伝いさせて頂きながら、

自己決定の場を大切にしています。 

今年度の取り組みとして、自治会役員の方に

も事業所の食事サービス会議 写真② に参加して

頂き、委託業者さんに感謝の気持ちや、日頃の

食事の感想、希望を伝えて頂きました。 

今後も寄り添う姿勢を忘れず、利用者さんと

共によりよい暮らしの充実に向け、取り組んで

いきたいと思います。 
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ともいき宝池慈光では、気まぐれ屋新田の活動が

あります。その中で、店員さんとして頑張る利用

者さんがキラキラ輝いている姿を紹介します。 

味遊カフェは約半年ぶりに店内飲食を再開しました。ランチは新顔の「カリーブ

ルストフォカッチャドッグ」や

「ジャンバラヤ」を 

お出ししています。 

店内でもテイクアウトでも 

ご利用頂けますので、 

よろしければお試しください。 

味遊カフェニュース 

店員さんの主な仕事は、開店準備、接客、後片付けがあり、体験的に行っています。 
 

≪開店準備≫ 

外看板出し、玄関掃除、室内掃除などがあり、 

それぞれが分担して開店準備を行います。 

床掃除が得意な利用者さん、外の掃除を 

頑張る利用者さんと協力し合いながら開店準備を 

行います。後片付けも開店準備と同じように 

室内掃除を行っています。 

 ≪接客≫ 

気まぐれ屋の縁側には、休憩スペースが設けられており、地域の方や新田施設の利用者さんが散策中に

気軽に立ち寄り、一息ついていきます。接客は、お茶出しをして時には会話も弾みます。 

利用者さんの中でも貴重な体験であり、接客をやりたいとの声もあります。 

接客を通じて地域の方との触れ合いがあり、それが地域との繋がりにもなっています。 

ここ数年は、コロナ感染症の影響もあり、地域の方と触れ合う機会が極めて少ない 

状況が続いており利用者さんも「お客さん来ないね」が口癖のようになり、 

一日でも早いコロナ収束を願うばかりです。 

店員さんに意気込みを聞いてみました。 
 

Q．気まぐれ屋で頑張りたいこと、やりたいことはありますか？ 
 
・ おそうじがんばりたいです。 

・ 接客やりたい。 

・ 編み物、接客やりたいな。 

 

 

近くにお越しの際には、気軽に気まぐれ屋にお立ち寄り下さい。 

利用者さんの笑顔でお迎えします。お待ちしています。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ともいき宝池慈光 塚田昌志 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初夏は真夏並みに気温が高くなる日があり、暑さや 

気温の変化で体調を崩しやすくなりがちです。免疫力を 

あげて、健康的な体を作り、元気に夏を過ごしたいですね。 

免疫力をあげる方法は？ 
 

 

 

 

ともいきライフ月影の西澤さんよりバトンを受け取りました、 

ともいきライフ住吉の荻原です。コロナ禍で自粛期間が続いており、

中々出掛ける事も難しい為ご自宅でも簡単に出来るアウトドア料理を

ご紹介させて頂きたいと思います。 

１つ目は「スモア」です。焼きマシュマロをビスケットやクッキ

ー、クラッカーで挟んだ料理で、簡単に出来るおやつとなっていま

す。マシュマロだけでなく、チョコレートを挟んでも美味しく頂ける

と思います。 

２つ目は「ピザ」です。餃子の皮にピザソースやウインナー等を乗

せ、網やフライパンで火を通し作ることが出来ます。 

３つ目は「チーズフォンデュ」です。カマンベールチーズの片側に

穴を開け、網やフライパンで火を通すと中のチーズが溶け、カマンベ

ールチーズの外側が器になる為お好きな具材をチーズにつけてお召し

上がりください。 

アウトドア料理ですので大変だと考える方もいらっしゃると思いま

すが、少しでも興味を持って頂けましたらご家族の方等とご一緒に楽

しんで頂けると幸いです。 

次回のリレーコラムは「甘露保育園 清野 葵 さん」です。 

よろしくお願いします。 

 

 

♡癒しのじ・か・ん♡ 
 

リレーコラム 

荻原さんありがとうございました！さて次回のリレーコラムは･･･ 

『甘露保育園の 清野 葵 さん』です。 

        よろしくお願いします！ 

 夏の健康豆知識 

②体を冷やさないこと 

がん細胞や、ウイルス細胞を攻撃する NK細胞は体温

が 36.5以上だと活発に働きます。 

・冷房で体が冷えていませんか？ 

・冷たい飲み物を摂りすぎていませんか。 

★コカ・コーラペットボトル 500ml 1本中の糖分は？ 

➡こたえ：約 56ｇ（スティックシュガー１８本分） 

 夏の水分補給は大切ですが、糖分の取りすぎに注意

してください。 

③適度な運動をしましょう 

肩の上げ下げ・首回し・腰、背中のストレッチ・首筋マッ

サージなどは日々のちょっとした時間でできます。血の

めぐりがよくなって、体温と代謝が上がります。 

①バランスのとれた食事で腸内細菌も整えて！ 

免疫細胞の 70％が大腸、小腸に集まっているので、

腸を大切に。発酵食品（ヨーグルト、納豆）や食物繊維

（キノコ類、海藻）おすすめします。 

★一日の野菜はどのくらい食べるといいの？ 

➡こたえ：350ｇ（両手いっぱい分） 

前回の「ともいきライフ月影 西澤 俊さん」からバトンを受け取ったのは 

「ともいきライフ住吉 荻原 悠作さん」です。 

 

謎の卵見つけました！ 

温めてみると・・・。 

卵の正体はカエルでした。 

今は利用者さん達を見守っています！ 

④免疫力を短時間で上げる方法は？ 

＊自分が心地よいと思うことをする 

＊たっぷり睡眠をとる（６時間～８時間位） 

＊腹式呼吸で吐いたり吸ったり、５秒位かけ

ゆっくり行う（交換神経と副交感神経のバ

ランスが整います） 

＊朝起きたら 1 杯の水を飲む（副交感神経

を刺激します） 

＊笑うこともおすすめします。 

★ストレスはうまく処理できていますか？ 

厚生労働省『こころの耳』で検索し、ストレスセルフチェ

ックをしてみてくださいね。  鍛冶町施設 関戸育江 



新しい職員の皆さんにお聞きしました。 
① 好きな食べ物 ② 自分を動物に例えると･･･ ③ 頑張りたいこと  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

深澤 美貴 
① かんぴょう巻き 

② ゾウ(動物占いで)

③1人ひとりの利用者さ 

んとの関わりを大切に 

丁寧に仕事を頑張りた 

いです。 

 

  塚田 まほろ 
① お寿司 
② パンダ 
③子どもへの対応、見守 

り方などの保育や書類 

作成についてスキルアッ 

プ出来るよう日々の学び 

を大切にしていきたい。 

  亀山 天李 
① 
② 

 

③こども達の笑顔をたく
さん見る事が出来るよ

うに支援をしていきた

いです。 

 鍛冶町給食 福野 愛理 
① ミートソース 
② イノシシ 
③子ども達に美味しい 

給食を届けるために、 

はやく先輩方に追いつけ 

るよう日々頑張ります。 

宜しくお願いします。 

石坂 真菜 
① うどん 
② 動物占いでアリで
した 

③常に利用者さんに寄り 

添い幸せと感じて頂ける 

よう支援していきたいと 

思います。 

 西澤 れん 
① 

② いぬ！！ 
③ 慣れないことばかり
ですが、みなさんと一緒

に楽しくお仕事ができる

ように頑張りたいです。 
 

 
荻原 隆充 

① かつ丼 

② キツネ 

③皆を引っ張っていける

ような人材になれるよ

う頑張りたい。 

 

 事務局 今井 海人 
①  
② 犬  

。 
③

 
 

① 甘い物 ラーメン 
パスタ 
② おこじょ 

③ カフェの仕事をしっか 

り覚える。和順の皆様と 

仲良くなる。 

新年度がスタートして２か月が過ぎました。新しい環境に慣れると同時に疲れを感じる

時期でもあると思います。そんな時一息タイムに明照会ホームページを覗いてみるのは 
どうでしょうか。明照会ホームページをリニューアルして約半年が過ぎます。 

広報委員が中心となり、各事業所ブログで支援の様子や取り組みが紹介されています。 
ブログを見ると、場所は違えど頑張っている利用者さんや仲間が居る事を感じる事が 

出来ます。心の栄養補給に是非一度ご覧ください。(塚田) 

 

  
 

  

グループホーム職員 木下文夫 

今回編集部からの希望は時事的なものを踏まえた記述をということだった。 

しかし、マスコミに溢れている情報等はご存知のように暗いニュースばかりだ。 

疫病や戦争、殺人、悪徳詐欺など列挙したらきりがない。このようなニュースや報道の中に浸されて

暮らしていると自然と気持ちも暗くなってくる。元気が出なくなる。 

そこで、視点を変えて暮らしの足もとから「いいこと集め」をしてみたいと思う。 

先日、念願だった信州善光寺の御開帳に行くことができた。ここ 50年で大きく変わった事というと、

以前にはあれだけいた鳩が、周辺に全くいなくなったということだ。昔は、山門には鳩のえさになる豆

を売っているおばさんがいたが今はいない。大勧進のお堀には亀がたくさんいて、石の上で甲羅干しを

していたものだった。時代と共に風景も変わっていく。近くにある城山公園や県立美術館は位置的にも

善光寺に向き合っていて、新しい取り組みを始めていた。周囲を散策していると時間を忘れそうだ。 

御開帳前に逝去された瀧口宥誠大勧進貫主が著書で「不平不満ばかり言っているだけ 

では、何の変化も起きない。考え方、生き方を変えれば新たな人生も開けてくる」 

(『人のために生きればいい』PHP出版）と書いている。 

人の心には向上心があり、現状に満足をすることは妥協であると考える傾向がある。 

自分を卑下してしまうのだ。しかし、何くそと思って努力することが大切だと語って 

いる。新しい職員を迎えて２か月になるが、「足るを知る」気持ちを持って、 

日々の仕事に打ち込んで欲しいと願っている。 

木下の知恵袋 


